ONKYO 


3 ch スピーカー内蔵 TV ラック 

CB-J1200 

取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありびとうございます。 
ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいたださ、 
正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れる所に保証 
書、オンキヨーご相談窓口 -修理窓口のご案内とと 
ちに大切に保管してください。 


ま全上のご注意 
(必ずお読みください） 


2 


主な特長 
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各部の名前と働き 



サランネット脱着のしかた 7 


設置のしかた 


8 


接続のしかた 
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まを上のご注意 

まをにおほいいただ<ため、ごほ用の前にがずお読み<ださい。 


電気製品は、誤った使いかたをずると大変を険でず。 

あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、「安全上のごを意」を必ずお守り <ださい。 


r 警告」と「ま意」の見かた 

間違った使いかたをしたときに生じることび想定さ 
れる危険度や損書の程度によって、「警告」と「ま意」 
に区分して説明しています。 



誤った使いかたをすると、 
火災•感電などにより死亡、 
または重傷を負ラ可能性び 
想定される内容です。 



誤った使いかたをすると、 
けびをした0周辺の家財に 
損害を与える可能性び想定 
される内容です。 


給表示の見かた 

A 記号は「ごを意< ださい」 
といラ内容を表しています。 

A A 


高温注意感電注意 

G ) 記号は r 〜してはいけない」 
といラ禁止の内容を表してし、 
ます。 

分解禁止插れ手禁止 

♦記号は「必ずしてください」 
といラ強制内容を表していま 
す。 

電源プラグを]ン必ずする 
セントから撮く 



f ! 携!禮鶴 Vli 严 ts 


• 煙び出ている、変なにおいや音びする 
• 本機を洛としてしまった 
巧分 . 本機内部に水や金属び入ってしまった 

このような異常状態のまま使用すると、火 
5;驾？災•感電の原因となります。すぐにアンプの 
S 音 B 農く電源プラグをコンセントか5おいて販売店 
に修理-点検を依頼して<ださし、。 


分解、改造しない 


分解禁止 


乂災•感電の原因となります。 

内部の点検-整備-修理は販売店に依頼して 
<ださい。 


接続、設置に関ずるご注意 


■放熱を巧げない 

0 通風孔び完全にふさがれてしまラよラなサイ 
ズの製品を置かないでください。 

通風孔をふさぐと内部に熱びこち0、火災の 
^ 原因となります。 


■水蒸気や水のかかる巧に置かない、本機の上に液 
体の入った容器を置かない 


水場での 
使用禁止 



本機に水滴や液体げ入った場合、火災-感電 
の原因とな0ます。 

• 風呂場など湿度の高い場所では使用しなし、 
• 調理台や加湿器のそばには置かない 
• 雨や雪などびかかるところで使用しない 
•本機の上に花びん、コップ、化粧品、ろラ 
そくなどを置かない 


水濡れ禁止 


使用上のご注意 

■長時間音びひずんだげ態で使わない 


0 アンプ、スピーカーなどび発熱し、火災の原 
因となることがあ0ます。 

禁止 


■本機内部に金属、燃えやずいちのなど異物を入れ 
ない 

0 火災-感電の原因となります。 

特にかさなお子様のいるご家庭ではごを意く 
ださい。 

• 本機のダクトから異物を入れない 

禁止 
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接続、設置に関ずるご注意 
■不を定な場所や振動する場所には設置しない 

Q 強度の足りないぐ5ついた台や振動する場所 
に置かないでください。 

本機び落下したり倒れた0して、けがの原因 
となることびあります。 

■本機の天板に SOk 呂む上の重いちのやが枠か5 
はみ出るよラな大きなちのを置かない 

Q バランスびくずれて倒れたり落下して、けび 
の原因となることびあります。また、本機に 
乗った0しないでください。 

禁止 

■ガラスに傷をつけたり、衝撃をあたえない 

鋭利なちのや、尖ったちのなどで傷をつけな 
いで < ださい。 

本機に付属のガラス板は強化ガラスですの 
^ で、傷び入った状態で長時間ご使用になると 
傷び進行して自然に破損することがあ0ま 
す。傷び入った場をは、お買い上げの販売店 
にご相談の上、新しいガラスと交換してくだ 
さい。 

■組み立てについて 

〇 本機は非常に重いので、組み立ては必ず2 
人];(上で行ってください。 

部品と部品の間に指や手をはさんで傷つける 
ことびありますのでご注意ください。 

必ずずるネジ止めの箇所はしっかりと締めてくださ 
し、不十分な組み立て方をすると、強度び保 
てず、機器げ倒れたりして故障やけびの原因 
になることびあります。 

■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つまずいたり 
引つかかった0して、落下や転倒など事故の 
原因となることがあ0ます。 

注意 


使用上のごま意 
■音量に注意ずる 

〇 突然大さな音び出てスピーカーを破損した 
り、聴力障害などの原因となることびありま 
す。 

必ずする 

■キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど磁気 
を利用した製品を近づけない 

Q 磁気の影響でキャッシュカードやフ□ッピー 
ディスクが使えな<なったりデータび消失す 
ることがあ0ます。 

禁止 

移動時のごま意 
■移動時は接続コードをはずず 

© コードび傷つさ火災や感電の原因となりま 
す。 

電源プラグ 
をつンセン 
卜から抜く 

■キャスターで移動させる場合は、ゆっくり動かず 

段差びあるときは、落下や転倒してけがの原 
因となりますので、持ち上げて移動させて< 
ださし、。 

サランネットやスピーカーユニット部を持っ 
也、ずすなて移動させないで< ださし、。 
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主な特長 


本機はホームシアター用フ□ント 3 ch スピーカーを搭載した、高機能 TV ラックです。高い収納性とインテ U ア性を兼 
ねそなえていますので、 I 」ビングですっきり美しく本格的なホームシアターを楽しんでいにだけます。 


□ 






L-U~1 - 1 ~W 


正面図（サランネットを着けたところ） 


本格ホームシアタースピーカー搭載 


■ホームシ ア ターに 最適なフ□ント 3 ch スピーカーシステム （フ□ント L / R 、 センタースピー 
力一) を搭載 

■ずべてのスピーカーユニットを同一線上（水平）に配置することにより、映画館と同様の自然 
な音の移動感を実現（特許出願済） 

■単品スピーカーに匹敵する総合 14 .己リットルの大容量キャビネット 

■ 100 kHz までの超高域再生が可能な 2 cm ネオバランスドームツィーター 

■単品スピーカーで開発されたオンキヨー独自の A-OMF 振動板採用 8 cm つ一つ了一 

高い収納性- 

■別売の ホームシアター用 オプションサブ ウーファー 収納対応 
■ フルサイズ AV 機器 4 台を収納可能 


高いインテリア性- 

■天板用ガラス板付属 

■キヤ スターが 目障りにな日ないキヤ スタースカート 仕様 

その他- 

■配線や移動に便利なキヤスターを装備揃輪2個はストッパー付き) 
■ ケー ブル類を ス ッキリまとめる スピーカー コー ド ホルダー 付属 


カタ□グおよび包装箱などに表示されている型ちの最後のアルファべットは、聲品の色を表ず記号でず。色は異なって 
ら操作方まは同じでず。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽ち、時間と場所によっては気になるちのでず。 

隣りお巧への配慮を十分にしましょう。特に静かな夜間には窓を閉めたり、 
へッドホンをご使用になるのも一つの方法です。 

お互いにわを配り、快い生ミ舌環境を守りましよラ。 
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まな特長 


本機にアンプは搭載していません 


本機にはアンプを搭載していませんので、本機とテレビなどの組みをわせだけでは、音声は出力されません。本機でホー 
ムシアターを楽しむには、己. Ich サラウンドアンプを搭載した別売のオプションサブウーファー ( DHT -9 など）、また 
は別売の AV アンプや AV センターを組み合わせてご使用ください。 



广 A 

オプションサブウーファーは、本機のセンターボッ 
クスに収納してご使用いただけまず。コンパクトな 
ボディに已 . Ich アンプを搭載していまずので、本機 
との組み合わせで、手軽に ホーム シアターをお楽し 
みいただけまず。 

\_ J 


日.1巳 h サラウンドアンプを搭載した 
別売のオプシヨンヴブウーファー 




デジタルサラウンドシステム 
DHT -9 (吕007年6月現在） 

フ□ント 3 ch だけで豊かなサラウンド効果を実現す 
る 「 Theate 卜 Dimensional (シアターデイ；<ンシヨナ 
ル)」機能を搭載しています。後方にスピーカーを設置 
することな<、本機 （ CB - J 12 日日）との組み合わせで 
本格的なホームシアターをお楽しみいただけます。また、 
後方に設置するサラウンドスピーカーを2台追加して、 
己. Ich 環境にシステムアップすることわできます。 


3.1 ch バーチヤルヴラウンド 

本機 （ C 巨-」12日 0) に搭載した左 
/ちフ n ントスピーカー、センター 
スピーカーの 3 ch に、 別売のオプ 
シヨンサブウーファー（日. Ich と 
表現します）を加えた 3. Ich 構成 
です。左/ちサラウンドスピーカー 
は設置せず、仮想スピーカーによ 
りバーチャル再生します。 



已 . Ich サラウンド 

本機 （ C 巨-」12日日）に搭載した左 
/ちフ□ントスピーカー、センター 
スピーカーの 3 ch と別売りのオプ 
シヨンヴブウーファー（日. Ich と 
表現します）、さ5に左/ちサラウ 
ンドスピーカーの 2 ch を後方に設 
置した已 . Ich 構成です。ホームシ 
ァターを楽しむ基本的な構成とい 
えます。 


(画))） 

〇 

<^ 5 ：- 


t 


口 f 


各スピーカーの 役割 


•左/ちスピーカー ( FL / FR ) :音楽や効果音などを再生 

•センタースピーカー （ C ) :セ U フやヴォーカルをまに再生 

•左/ちヴラウンドスピーカー （ SL / SR ) :撥方の包み込むよラな音場を再生 

•ヴプウーファー （ SW ) :重低音のみを再生 


•詳しくは、各製品の取扱説明書をご賣ください。 

• Theater - Dimensional の名称、□ゴはオンキヨー(株)の登録商標です。 

•本機のスピーカーの定格インピーダンスは巨〇です。接続するアンプはそれに適したものをご使用くださし、。 
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各部の名前と働を 


■正面図（サランネットをがしたところ) 



配線や移動に便利なキャスターを底面部の6箇所に装備しています。 
キャスターび目障りにならないキャスタースカートにより、ストッ 
パーび付いた前輪の左ち2箇所のみび露出しています。ストッパーは 
レバーを下げるとブレーキびかかります。必要に応じてお使いくだ 
さい。 


ガラス板の取り扱いについて 


本機に付属のガラス板は強化ガラスですび、使いかたを誤ると割れる恐れびあり、けがの原因となることびあります。 
鋭利なものや、尖ったわのなどで傷をつけないでください。強化処理をしたガラスは、傷げ入った状態で長時間ご使巧 
にな0ますと、傷び進行して自然に破損することびあ0ます。傷び入った場合は、お買い上げの販売店にご相談の上、 
新しいガラスと交換してくださし、。 

天板用ガラス板はその製造上、若干反っている場合びありますび、当社び定める基準で管理してお0ますので、ご使巧 
には問題あ0ません。 


•フ□ーリングの床に設置するときは、移動する際に床に傷をつけることびあります。また、長期間設置していると床 
に傷びついたり、じゅラたんをへこませることびあります。市販のキャスター用受け皿などを使用して防止してくだ 
さい。 

•設置作業は2人！; LL で行い、指詰めや腰をいた奴ないよラにしてください。 

•設置は不安定な場所を避け、壁際で安定した場所に設置してください。 
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る部のを前と働を 


■背面図 


ち スピーカー 端子 

ライト 

(RIGHT+/-) 

アンプのち スピーカー 端子 
(+/-) と接続します。 


センタースピーカー 端子 

センター 

(CENTER+/-) 

アンプのセンタースピーカー端 テ 
け/-)と接続します。 


左 スピーカー 端子 

レフト 

(LEFT+/-) 

アンプの左 スピーカー 端子 
什/-)と接続します。 



テレビ乾倒防止用ひも 
取り付け金具（をち2箇所) 


接続巧開□部 

本機のセンターボックスに収納した別売の 
ホームシアター 用オプ シヨ ンサプ ウーファー 
(DHT-9 など)と、本機を接続するための開□部 
です。 



サランネット脱着のしかた 


本体前面のスピーカー部とセンターボックスにはサランネットび付いています。サランネットを取り付けたり、はずし 
たりするとさは次のよラに行ってください。 


スピーカー部のヴランネット 

1 . 両手でサランネットを持ち、サランネットの片方の端 
を軽く手前に引っ張ってはずします。 

2. 同じようにサランネットのもう一方の端を手前に引っ 
張0ます。 

3. 中央付近を持ってサランネットを本体か5はずします。 

4. 取り付けるときは、サランネットの四隅にあるピンを 
本体のサランネット取〇付けホルダーに含わせて押し 
込みます。次に中央部にあるピンのあたりを軽く押さ 
えてはめ込んで <ださし、。 



センターボックスのヴランネット 

1 . 両手でサランネットを持ち、左ち交互に手前に引きな 
び5ゆっくりと取りはずします。 

取0はずしにはま意してください。強く引っ張ると、 
サランネットの取り付け部び破損することびあります。 

2. 取0付けるとさは、サランネットの四隅にあるピンを 
本体のサランネット取り付けホルダーに合わせて巧し 
込んでください。 
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設置のしかた 


■テレビの設置について 


■オプションサブウーファーの設置について 


•天板には 80 kg を超える機器は設置しないでください。 
1. ご使用になるテレビを、本機の天板の中央に設置して 
ください。 

をテレビの設置する位置を調整する隙は、テレビを持ち 
上げて行ってください。引きずると天板のガラスを傷 
つけた0、ガラスびずれて危険でず。 



最大 801 <邑 






ク 



テレビのゴム足などの跡び天面のガラスに残ることがありま 
す。また、ゴム足の材質によってはガラスに密着し、取れに 
<<なることびあ0ます。あらかじめご承知おさ<ださい。 


ご注意 

•テレビの底面や薄型テレビの台座び、天板よりはみ出した 
り、片寄った載せかたをしないよラにしてください。倒れ 
たり、破損してけがの原因となることびあります。 

•天板のガラスびずれることがありますので、設置の隙はご 
注意 < ださい。 

• 天板のガラスに傷をつけないでください。天板のガラスは 
強化ガラスですび、使いかたを誤ると割れる恐れびあり、 
けびの原因となることびあります。 


別売の ホーム シアター 用オプ ション サブ ウーファー 
( DHT - 目など）を、本機のセンターボックスに設置する 
ことびできます。設置や接続の前には、各機器の取扱説明 
書をよくお読み < ださい。 

1.センターボックスのサランネットをはずしてください。 
左ち交互に手前に引きなび5、ゆっくりと取0はずし 
ます。 

在センターボックスの裏板には接続用の開□部びありま 
すので、あ5かじめ設置するオプションサブウーファー 
にケーブル類を接続し、電源ケーブルと共に本機の背 
面に通しておきます。 

3.オプションサブウーファーを本機のセンターボックス 
に設置します。オプションサブウーファーの底面とセ 
ンターボックス底面の間に、電源コードやケーブル類 
をはさまないよラにま意してください。 



■収納機器の設置について 

上段のガラス棚には左ち鲁1日 k 夏、 下段の棚には左ち各 
2已 k 呂 を超える機器は設置しないでください。総耐荷重は 
1 20 kg です。 

1.本機は4台のフルサイズ AV 機器を収納ずることびで 
きます。 DVD レコーダー、ビデオデッキなど、本機に 
収納する機器を棚に載せてくださし、。 

を収納機器とテレビの配線処理を行ってください。接続に 
ついては各機器の取扱説明書をよ<お読みください。 


転倒防止のために 

本体背面にテレビ転倒防止用のひち取り付け金具び左ち2 
箇所にあります。この金具にじょラぶなひをなどを取り付 
け、テレビ本体とつないでください。より安全な設置をす 
ることびでさます。 


ひをなどを取り付け、 
テレビとつなぐ 



(左ち2箇戸斤) 


：( 

000 : 

B0@ 

0 : 000 ： 

140mm 

♦ 

F4iM 画 


RM 白細 

r 

吕 25mm 

Lj 


£ 

断担由擺 L 


- 

4 已已 mm 

- レグ M 


し注あ 

各機器の放熱を巧げないよラにしてください。各機器の取扱 
説明書をよくお読みいただき、機器の天面や背面から十分な 
すさまをあけてください。巧部に熱がこもり、火災の原因と 
なります。 
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接続のしかた 

アンプ内蔵サブウ~ファーと接続ずる 

別売のホームシアター用オプション （DHT-g など）は、本磯のセンターボックスに設置して使用することびできます。 



A vryy ^ A v センターのスピ~カー端子と接続ずる 



■スピーカーコードの接続のしかた 

•スピーカーコードを接続するとをは、アンプなど接続す 
る機器の音量は最ルにして電源を切り、電源プラグを巧 
いた状態で行ってください。 

•本製品のスピーカー定格インピーダンスは色！:!です。 
接続するアンプはそれに適したちのをご使用ください。 

•スピーカー端テ「阿 GHT」 は、アンプのちフ□ントスピー 
力一端テ (FR 日 NTR) に接続してください。同様に、 
に ENTER」 はセンタースピーカー端テ （CENTER) に、 
「LEFT」 は左フ□ントスピーカー端テ （FR 日 NT L) に 
接続して < ださし、。 

•本製品のスピーカー端テのプラス （+) とアンプのプラ 
ス （+) を、スピーカー端テのマイナス （一) とアンプ 
のマイナス（一）を接続します。付属のスピーカーコー 
ドに色のついたラインび入っている方を（十）側に接続 
してください。 

•本機の入力端テは、市販のバナナプラグを使用すること 
びでをます。 

•組み合わせや配線などによって付属のスピーカーコー 
ドび長ずぎる場をは、ニッパーなどで適当な長さに切っ 
てお使い< ださい。また、先端のビニールカバーをはず 
すときは、しん線部を傷つけないようにごを意くださ 
い。 


① ビニールカバー をはず し、スピーカー コー ドの しん 線 
部をよじる 

@ネジをゆるめ、巧にコードのしん線部を挿し込みます。 
感矢印の方向へ回し、しん線部を締め付ける。 

ビニールカバーを はずした金属のしん線部びしっかり 
と固定されているか確認してください。 



• スピーカーコードのしん線はよくよじり、確実に端テに接 
続してください。 

• スピーカーコードを軽く引っ張ってみて確実に接続されて 
しぶかどうか確認してください。 

•スピーカーコードの+、一びショート（接 
触）していないか十分に確認してください。 

ショートさせるとアンプび故障する場含び 
お0ます。 

•スピーカーコードの+、 - (極拟、 L (左） 

R (ち）を間違えて接続すると音び不自然 
になりますのでご注意ください。 
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スピーカーコードホルダーの ffi いかた 


本製品には、背面のスピーカーコードをまとめるためのス 
ピーカーコードホルダーび4個付属しています。 
スピーカーコードホルダーには両面テープびついていま 
す。 AV アンプや AV センターを棚に設置してご使用にな 
る際には、適当な位置に貼り付けてご使巧ください。 



取り扱い上のご注意 


■ブラウン管使用のテレビやパソコンとの近接使用について 

一般にテレビやパソコンに使用されているブラウン管は、地磁気の影響さえ受けるほどデリケートなものですので、普 
通のスピーカーを近づけて使用すると、画面に色む5やひずみび発生します。 

本製品は（社）電子情報技術産業協妄 ( JEITA ) の技術基準に適合した防磁設計を施していますので、テレビなどとの 
近接使用び巧能です。ただし、設置のしかたによっては色む5び生じる場合びあります。その場をは一度テレビの電源 
を切0、1已分〜30分後に再びスイッチを入れてください。テレビの自己消磁機能によって画面への影響び改善されま 
す。その後ち色む5び残る場合はテレビの位置を変えてみてください。また、近くに磁石など磁気を発生するものびあ 
ると本機との相旦作巧により、テレビに色む5び発生する場合びありますので設置にご注意ください。 

■お手入れについて 

製品の表面は時々柔らかい巧でか5ぶきしてください。巧れびひどいときは、中性洗剤をラすめた液に、柔らかい巧を 
浸し、固く絞って巧れをふき取ったあと乾いた布で仕上げをしてください。固い巧や、シンナー、アルコールなど揮発 
性のものは、ご使用にな5ないでください。 

化学ぞラさんなどをお使いになる場含は、それに添付のま意書さなどをお読み<ださし、。 

スピーカーのサランネットにほこりびついたときは、掃除機で吸い取るかブラシをかけるとよくほこりを取ることびで 
をます。 

■取り扱い上のご注意 

本製品は通常の音楽再生では問題あ0ませんび、次のよラな特殊な信号び加え5れますと、過大電流による焼損断線事 
故のおそれびありますのでごま意ください。 

① FM チューナーび正しく受信していないときのノイズ 
感発振器や電子楽器等の高い周波数成分の音 
感オーディオチエック用 CD などの特殊な信号音 
® マイク使用時の八ウリング 
⑥テープレコーダーを早送りしたときの音 
愈アンプび発振しているとき 

@ピンコードなど、接続端子の巧を差し時のショック音 

■設置場所について 

本磯は木工製品ですので、温度や湿度の極端に高いところや低いところは好ましくあ0ません。直射日光の当たる所や 
;令暖房器具の近<、浴室や台所の近<など、湿気のをい場所には設置しないで<ださし、。 
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主な仕様 


■フ□ントス ピーカー システム 


お式 

定格インピーダンス 
最大入力 
定格感度レベル 
定格周波数節囲 
ク□ス オーバー 周波数 
キャビネット内容積 
使用スピーカー 

ター S ナル 
その他 


2ウェイバスレフ型 

巨0 

40 W 

7目.己 dB / W/m 
已 OHz 〜100 kHz 
7 kHz 
3.8 e 

ウーファー 8 cm A - OMF コーン型 

ツィーター 2 cm ネオバランスドーム型 

ホー黒バナナプラグ対応、真踰金^ッキ端子 
防磁設計 （ J 曰 TA ) 


■センタースピーカー システム 


お式 

定格インピーダンス 
最大入力 
定格感度レベル 
定格周波数節囲 
ク□ス オーバー 周波数 
キャビネット内容積 
使用スピーカー 

ター S ナル 
その他 


2ウェイバスレフ型 

巨0 

40 W 

83服/ W/m 
已 OHz 〜100 kHz 
7 kHz 

1化 

ウーファー 8 cm A - OMF コーン型 
ツィーター 2 cm ネオバランスドーム型 
ホー黒バナナプラグ対応、真踰金^ッキ端子 
防磁設計 （ J 曰 TA ) 


■総合 

がお寸法 

質量 

収納部內寸法 


天板部耐荷重 
収納部耐荷重 


総耐荷重 


に0日(幅） X 日目7搞さ ） X 4 目4(輿行き ) mm (サランネット、夕ーミナル突起部含む) 
5 ] い 

〔上段•左ち各〕： 4 已己（幅） X140 (高さ） X423 (奥行き） mm 
(下部左ちにガラス固定金具部突起あ0 :左ち方向 ]6 mm 、 上下方向目 mm ) 

〔下段-左ち各〕： 4已己（幅） X 22已搞さ） X 43 已（奥行き ） mm 
(上部左ちにガラス固定金具部突起あり：左ち方向 ]8 mm 、 上下方向1 0 mm ) 
〔中央-センターボックス〕： 21已（幅） X 340 (高さ ）X 410 (契行さ ） mm 
80kg 

〔上段•左も各〕]已1< 呂 
〔下段-左ち各〕2己 k 呂 
〔センターボックス〕 10 k 畳 
120kg 


■主要部品 

〔〕内の数字は数量を表しています。 

天板（兼スピーカーボックス•サランネット付き）〔1〕 
底板（キャスター付さ）〔1〕 

センターボックス（サランネット付を）〔1〕 

側板（左）〔1〕 

側板（も）〔1〕 

ガラス棚に〕 

天板用ガラス〔1〕 


■付属品 

〔〕内の数字は数量を表しています。 

組み立て巧ネジ （2 種類）〔香3〕 
スピーカーコード（緑、赤、白）1.已 m 〔各1〕 
スピーカーコードホルダー〔4〕 

天板ガラス滑り止めクッション〔目〕 

組立説明書〔1〕 

取扱説明書〔本書1〕 

保証書〔1〕 

オンキヨーご相談窓□-修理窓□のご案内〔1〕 
ユー ヴー 登録カード〔1〕 



仕様および外観は性能向上のため予告なく変更することびあります。 
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修理にごいて 


■保註 書 

この製品には保罰書を別途添付していますので、お買い上 
げの際にお受け取り < ださし、。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いたださ、大切に 
保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰よ01年間です。 

■調子が悪いとさは 

意外な操作 S スげ故障と思われています。 

この取扱説明書をわラー度よ<お読みいたださ、お調べく 
ださい。本機!^:^がの原因わ考え5れます。ご使用の他の才一 
ディオ製品わあわせてお調べください。それでもなお異常 
のあるときは、電源プラグを巧いて修理を依頼してくださ 
い。 

修理を依頼されるときは、下の事項をお買い上げの販売 
店、または付属の「オンキヨーご相談窓□•修理窓□のご 
案内」記載のお近くのオンキヨー修理窓□までお知5せく 
ださい。 

► おる前 

^ お電話番号 

► ご住所 

► 製品ち | CB - J 1200 


■オンキヨー修理窓□について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口•修理窓口のご案内」 
をご賣くださし、。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたときは、商品と保証書をご持参 
ご提示のラえ、お買い上げの販売店またはお近くのオンキ 
ヨー修理窓□へご相談<ださい。詳細は保証書をご賣<だ 
さい。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはおおくのオンキヨー修理窓口へご相 
談ください。修理によって機能び維持できる場合はお客様 
のご要望によ0有料修理致します。 

■ 捕修巧性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切0後最低8年間保 
有しています。この期間は経済産業省の指導によるもので 
す。性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要 
な部品です。保有期間経過後でち、故障箇所によっては修 
理可能の場をびありますのでお買い上げ店、またはおおく 
のオンキヨー修理窓□へご相談ください。 


^ できるだけ詳しい故障状況 


ご購入されたとさにご記入 < ださい。 

修理を依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年ち 曰 

ご購入店名：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO. 

Try 口-お K 巧ミ杜 

本社大阪府寝匡 j 11市日新町 2-1 干 572-8540 



http://www.jp.onkyo.com/ 


製品のご使用方法についてのお問い合わせ先：コールセンター 
〇白已 0-3] 6]-9 已已已受付日寺臣 19： 30-17： 30 
(±-曰’祝日’弊社の定める休業日を除きまず） 
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